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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 5,195 △3.8 10 ― △46 ― △50 ―
21年3月期第2四半期 5,402 ― △39 ― △74 ― △87 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △4.53 ―
21年3月期第2四半期 △7.85 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 10,363 3,176 30.6 285.60
21年3月期 9,981 3,307 33.1 297.37

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  3,176百万円 21年3月期  3,307百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
22年3月期 ― 5.00
22年3月期 

（予想）
― 5.00 10.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,283 0.2 395 72.5 303 107.5 135 21.6 12.14
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成21年５月11日に公表した予想数値は、本資料において修正しております。 
２．業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異な
る場合があります。なお、上記予想に関する事項につきましては、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報、および本
日別途開示する「業績予想の修正等に関するお知らせ」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 11,856,669株 21年3月期  11,856,669株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  735,419株 21年3月期  734,551株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 11,121,628株 21年3月期第2四半期 11,130,717株
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当社グループは、お客さまの健康を第一に考え、安全で安心のできる美味しい食材をお届けすることを
経営の基本にして様々な販売促進活動に励んでおります。 
昨今の国内における消費の低迷により、小売業界では非常に難しい舵取りが求められております。当社

グループにおきましても、売上面や損益面においてこれが及ぼす影響は少なくありません。しかしなが
ら、当社グループでは、このような状況下においても安定的に売上を向上させるため、販売体制を強化す
るとともに、メニュー冊子を刷新し、それに伴いお客さまの関心が高い献立面においても新たな試みを始
めるなど今後を見据え、ソフト面の充実を図っております。他方、仕入価格の引き下げに加え、作業の効
率化、生産性の向上等各種施策の実施により製造経費を抑制するなど、原材料費と経費の双方で売上原価
圧縮の効果が見られました。その結果、売上総利益率は42.0％と前年同期に比べ1.6ポイント改善されま
した。 
また、販売費及び一般管理費については、支出の効果の極大化を期し、政策的に支出の対象とタイミン

グをコントロールした結果、前年同期に比べ51百万円減少しております。 
これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は51億95百万円（前年同期比96.2％）とな

りました。また、経常損失は46百万円（前年同期は74百万円の経常損失）、四半期純損失は50百万円（前
年同期は87百万円の四半期純損失）となりました。 
  
  
  
  
  

  

資産の部では、前連結会計年度末に比べ現金及び預金が１億83百万円、土地が１億12百万円それぞれ増
加したこと等により、資産合計は前連結会計年度末に比べ３億82百万円増加の103億63百万円となってお
ります。 
負債の部では、前連結会計年度末に比べ長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む。）および短

期借入金が合計で５億60百万円、未払金が49百万円増加しましたが、買掛金が99百万円、社債（１年内償
還予定の社債を含む。）が25百万円減少したこと等により、負債合計は前連結会計年度末に比べ５億13百
万円増加の71億87百万円となっております。 
純資産の部では、前連結会計年度末に比べ利益剰余金が１億39百万円減少したこと等により、純資産合

計は前連結会計年度末に比べ１億31百万円減少の31億76百万円となっております。 
  
  
  
  
  

  

当社連結グループの連結業績予想については、平成21年５月11日に公表しました予想数値を変更してお
ります。詳細は、本日付「業績予想の修正等に関するお知らせ」を発表しておりますので、ご覧くださ
い。 
  
  
  
  
  

  

・ 定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

該当事項はありません。 
  

該当事項はありません。 
  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
   (1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,571,379 1,388,359

受取手形及び売掛金 38,371 46,611

原材料及び貯蔵品 121,248 121,458

繰延税金資産 113,542 84,877

その他 81,032 33,193

貸倒引当金 △14,427 △14,427

流動資産合計 1,911,148 1,660,072

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,669,857 1,672,377

土地 5,788,645 5,676,443

その他（純額） 222,893 185,644

有形固定資産合計 7,681,396 7,534,465

無形固定資産   

のれん 6,439 7,302

その他 54,406 56,809

無形固定資産合計 60,845 64,112

投資その他の資産   

投資有価証券 272,291 273,294

繰延税金資産 51,389 54,530

その他 403,833 412,004

貸倒引当金 △17,220 △17,220

投資その他の資産合計 710,294 722,608

固定資産合計 8,452,537 8,321,186

資産合計 10,363,685 9,981,259

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 347,761 447,188

短期借入金 1,557,000 1,689,000

1年内返済予定の長期借入金 1,206,292 889,576

未払法人税等 30,947 43,512

賞与引当金 150,000 150,500

その他 696,804 677,284

流動負債合計 3,988,805 3,897,061

固定負債   

社債 343,000 328,000

長期借入金 2,745,548 2,370,212

その他 110,125 78,625

固定負債合計 3,198,673 2,776,837

負債合計 7,187,478 6,673,898
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,148,010 1,148,010

資本剰余金 1,616,944 1,616,938

利益剰余金 889,611 1,028,917

自己株式 △445,932 △445,411

株主資本合計 3,208,633 3,348,455

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △32,426 △41,094

評価・換算差額等合計 △32,426 △41,094

純資産合計 3,176,207 3,307,360

負債純資産合計 10,363,685 9,981,259
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 (2) 四半期連結損益計算書 
    (第２四半期連結累計期間) 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年９月30日) 

売上高 5,402,085 5,195,618

売上原価 3,219,633 3,014,352

売上総利益 2,182,451 2,181,265

販売費及び一般管理費 2,222,072 2,170,605

営業利益又は営業損失（△） △39,620 10,660

営業外収益   

受取利息 1,518 1,388

受取配当金 1,804 1,421

受取保険金 1,071 617

受取地代家賃 3,895 2,231

受取手数料 4,391 4,228

その他 1,357 2,124

営業外収益合計 14,038 12,011

営業外費用   

支払利息 40,959 44,063

有価証券運用損 － 21,527

その他 7,475 3,926

営業外費用合計 48,435 69,517

経常損失（△） △74,018 △46,845

特別利益   

固定資産売却益 13,667 －

特別利益合計 13,667 －

特別損失   

固定資産除却損 2,985 10,772

特別損失合計 2,985 10,772

税金等調整前四半期純損失（△） △63,336 △57,617

法人税、住民税及び事業税 18,111 24,092

法人税等調整額 5,901 △31,381

法人税等合計 24,013 △7,288

四半期純損失（△） △87,350 △50,328
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 
  

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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株式会社ショクブン 

（東証・名証２部） 

平成２２年３月期 第２四半期決算短信（発表資料の要約） 

 

当社の平成２２年３月期 第２四半期決算につきまして、配布の決算短信のとおり発表させていただきます。 

 

１．業績について 

 イ 当第２四半期累計期間の業績 

 （連結） （個別） 

 前年同期比  前年同期比 

売 上 高 ５１億９５百万円 ９６．２％ ５１億８９百万円 ９６．４％

営 業 利 益 １０百万円 － ％ △１３百万円   － ％

経 常 利 益 △４６百万円   － ％ △５１百万円   － ％
当 期 純 利 益 △５０百万円 － ％ △４５百万円  － ％
１株当たり当期純利益 △４円５３銭 △４円０７銭 

（注）当社の連結対象子会社は、株式会社食文化研究所１社であります。 

① 売上高は５１億９５百万円で、前年同期に比べ２億６百万円減少しました。昨今の消費の低迷は当社

グループの売上や損益に影響を与えました。しかしながら、当社グループでは、このような状況下に

おいても安定的に顧客軒数と売上高を増加させるため、販売体制を強化するとともに、活字の大きい

メニュー冊子に刷新し、献立面におきましても、新たな試みを始めるなど今後を見据えソフト面の充

実を図っております。その成果は顧客数の増加という形で現れております。 

② 経常利益は４６百万円の損失（前年同期は７４百万円の経常損失）になりました。売上総利益率は野

菜の高騰がありましたが、仕入価格の引き下げに努力し、作業の効率化、生産性の向上等各種施策の

実施により４２．０％と１.６ポイント改善しております。また、販売費については、効果の見込める

販促についてのみ政策的に支出し、そのタイミングをコントロールした結果、前年同期に比べ５１百

万円減少させることができました。 

③ 四半期純利益は、松阪営業所(三重県松阪市)、山科営業所（京都市山科区）の建替えに伴い発生した

費用９百万円を含む固定資産除却損１０百万円を計上したこともあり、５０百万円の純損失（前年同

期は８７百万円の四半期純損失）になっております。 

 

 ロ 通期の業績予想 

 （連結） （個別） 

下半期 前年同期比  前年同期比 

売 上 高 ６０億８８百万円 １０４.０％ ６０億７２百万円 １０４.１％

営 業 利 益 ３億８５百万円 １４３.７％ ３億６３百万円 １４４.６％

経 常 利 益 ３億４９百万円 １５８.６％ ３億２８百万円 １６２.４％

当 期 純 利 益 １億８５百万円 ９３.４％ １億７１百万円 ９５.０％
１株当たり当期純利益 １６円６３銭 １５円３８銭 

通 期 前期比  前期比 

売 上 高 １１２億８３百万円 １００.２％ １１２億６１百万円 １００.４％

営 業 利 益 ３億９５百万円 １７２.５％ ３億５０百万円 １７２.４％

経 常 利 益 ３億 ３百万円 ２０７.５％ ２億７７百万円 １９９.３％

当 期 純 利 益 １億３５百万円 １２１.６％ １億２６百万円 １１７.８％
１株当たり当期純利益 １２円１４銭 １１円３３銭 

 

 



- 2 - 

 

２．株主還元策について 

 イ 配当金 

当中間配当金 １株当たり５円にさせていただきます。 

期末配当金予想 １株当たり５円を予定しております。（年間１０円を予定しております。） 

 

 ロ 株主優待策 

 毎年３月３１日及び９月３０日現在の当社株式１千株以上所有の株主に対し、半期８千円（通期 

１６千円）相当の自社製品を進呈いたします。（従来どおり） 

 

３．財政状態について 

 財政状態は、決算短信３ページ ２ 連結財政状態に関する定性的情報に記載のとおりです。 

 自己資本比率は、前期末の３３．１％から３０．６％になりました。この主な理由は、利益剰余金の減

少によるものであります。 

 １株当たり純資産は、前期末の２９７円３７銭から２８５円６０銭になりました。 

 

４．設備投資について 

当第２四半期 

累計期間 

設備金額 １億８５百万円 主なものは 

営業所用地     滋賀県大津市        ９１百万円 

          名古屋市北区        ２０百万円 

 建物設備等新築費用 山科営業所         ３４百万円 

           松阪営業所         ２９百万円 

   その他                      ８百万円 

 減価償却費 ９４百万円 

通期予想 設備金額 

 

当第２四半期累計期間分を含め、２億２６百万円を予定しております。 

 内訳 営業所建物設備等         ６４百万円（２件） 

    営業所用地          １億１２百万円 

その他              ５０百万円 

 減価償却費 ２億円 

 

５．通期の見通しについて 

 売上高につきましては、当第２四半期連結累計期間末に行ったメニュー冊子の刷新とそれに伴う献立の

改善、全社一斉に取り組んでおります営業体制の強化等の効果が現れ、顧客数に増加傾向が見られるよう

になりました。下期につきましては、この傾向をさらに加速させた上、より販売体制を強固なものにする

ことにより受注の増加に努めてまいります。 

 また、特に年末のおせちの販売等に力を注ぎ、通期における売上増加に向けて全力を尽くしてまいりま

す。 

 

 以上、当第２四半期連結累計期間の業績の結果及び下期の見通しにより、通期の業績につきましては、

前回発表予想（平成２１年５月１１日発表）を修正し、売上高は１１２億８３百万円、営業利益は３億９

５百万円、経常利益は３億３百万円、当期純利益は１億３５百万円を予定しております。 

 

           以 上 




